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Professor Kan’ichi Asakawa （1873‒1948） of Yale University was a comparative medieval historian 
and the rst Japanese scholar to become a full professor in a leading U. S. university. In the courtyard of 
Saybrook College, there is a Japanese-style rock garden dedicated to Asakawa in 2007 with a commemo-
rative plaque, inscribed “Professor of History, Curator, Peace Advocate.” In September 1894, when Asaka-
wa became a third year student of Tokyo Senmon Gakko （now Waseda University）, Masanao Hanihara 
（1876‒1934） entered the college. In that academic year, Japan concluded the Shimonoseki Treaty. In 
1922, Hanihara became the youngest Japanese ambassador to the United States. However, the words, 
“grave consequences,” in his letter to the Secretary of State, Charles E. Hughes, had been misunderstood 
and the anti-Japanese immigration law had passed both Houses in 1924. He accepted the responsibility 
and returned to Japan. In this paper, while focusing on the interaction that took place between Asakawa 
and Hanihara aer they graduated from Tokyo Senmon Gakko, I would like to examine their diplomatic 





年を記念して 2007（平成 19）年に，朝河貫一記念ガーデンが造られ，その銘板に，Professor of His-
tory, Curator, and Peace Advocateと記された。
早稲田大学出身の唯一の駐米大使である埴原正直（1876‒1934）は，1922（大正 11）年 12月に 46
歳という日本外交史上最も若くして駐米大使となった。しかし，「埴原書簡」で知られるチャールズ
E. ヒューズ（Charles E. Hughes, 1853‒1911）国務長官宛書簡中の「重大なる結果」（grave conse-





治 25）年 12月に文学部文学科に 3回生として入学し，1895（明治 28）年に首席で卒業した。他方，
埴原は，1894（明治 27）年 9月に政治学部英語政治科に入学し，1897（明治 30）年に同じく首席で
卒業した。当時東京専門学校は就学年数が 3年で 9月入学であったから，埴原が入学し，朝河が 3年
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朝河と埴原の英語習得に大きな影響を与えたのは，森有礼初代文部大臣が 1886（明治 19）年 4月









4年の 1890（明治 23）年 4月から 2年間，購読・会話・作文・聞き取りを週 22時間，献身的に教授
して，生徒から絶大な信頼を寄せられたイギリス人の英語教師トマス・E・ハリファックス（Tomas 
Edward New Hallifax, 1842‒1908）がいた 7。朝河は卒業後，金城尋常小学校で数ヶ月嘱託英語教師を

















“e Brave of Venice,” 1799で，「1892年 8月ノ交ノ脱稿ト鑑見致シ候」とある。






























11 「明治 25‒26年度　資料 33　学校改正規則および講師」早稲田大学大学史編集所編『東京専門学校：校則・学科配当資料』
早稲田大学出版部，1978年，135頁綴込み資料。
12  朝河の東京専門学校時代の詳細は，山内，第 2章を参照。
13  朝河貫一「基督教に関する一卑見」『六合雑誌』1893年 5月（149号），6月（150号）。
14  朝河との多くの往復書簡の残る坪内逍遥により，1891年に発刊。山内 83‒91頁。
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御座候，……他日日本国家論を書きて見たく考居申候。Motto は Reality !」と書き，朝河は歴史学研
究の決意を持って米国へ留学した 21。その留学は，横井のアンドーバー神学時代の友人ダートマス大









り，彼は 1918（大正 7）年に早稲田大学高等師範部英語科予科に入学し，1919年 11月に外務省の留
学生としてハルピンに赴く。後に早稲田教会になる早稲田奉仕園の 1919年の入会者名簿には，杉原
の名前が記されている。奉仕園の前身の「友愛学舎」を大隈重信の要請で設立したのは，米国バプテ




第 3は，1924（大正 13）年 3月 13日に埴原駐米大使を訪ねた海老名弾正（1856‒1937）と埴原と 2










25 米国図書館蔵。 雨宮 103頁。
26 『弓町本郷教会百年史』304頁。徳富蘇峰・海老名弾正・横井時雄は共に熊本英学校の熊本バンドのメンバーであり同志社英
学校出身。
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であると書いている。埴原の「外交時報の父故有賀長雄博士を懐ふ」によると，有賀に師事したのは
日清戦争後の 1895（明治 28）年で，埴原が 2年生の時であった。征清第二軍司令部法律顧問の有賀
は，1896（明治 29）年に仏文で『日清戦役国際法論』をパリで出版した。埴原は，卒業間際の 1897（明
治 30）年 2月に，『早稲田学報』第 1号から編集の学生委員（経済）も務めており，その講師委員は，
高田早苗（1860‒1938）（政治）・天野為之（1859‒1938）（経済）・大西祝（文学）・志田鉀太郎（1868‒
1951）（法律）であった 27。第 1号と第 2号に，埴原は，W・A・H・レッキー著埴原訳『英国の民政








いた 30。埴原は，1898（明治 31）年 9月に外交官試験を受験し 31，10月に領事官補として厦門勤務を
命じられた 32。この時期に，第 3代東京専門学校校長の鳩山和夫（1856‒1911，在任 1890‒1907）が，

















34 Microfilmed By Yale University Microfilming Unit 1986, Yale University Sterling Memorial Library, Manuscripts and Ar-
chives, Manuscript Group Number 40, Kan’ichi Asakawa Papers by William E. Brown, Jr., New Haven, Connecticut, June, 
1984, Series No. 1, Box No. 3, Folder No. 34. （here aer Asakawa Papers）. 早稲田大学アジア太平洋研究センター資料室蔵
『エール大学所蔵朝河貫一文書』1946（昭和 21）年のラングドン・ウォーナー宛長文書簡。『朝河貫一文書』30462‒30463頁。
（以後，Asakawa Papers『朝河貫一文書』と略記）。
35 1896年 3月 18日～1897年 9月 18日まで 31回寄稿。山内第 3章。
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年後で，朝河がイェール大学大学院卒業後に博士論文を基にe Early Institutional Life of Japan：A 
Study in the Reform of 645 A.Dを出版して 42，ダートマス大学で東西交渉史の講師をしている時であっ
た 43。朝河は，二大原則を植民地帝国主義から抜け出す一歩の「新外交」と評価して，日本はその実
現のためにロシアと戦っていると，講義内容を基に Yale Review 5月号に論文 44を発表した。日本公
使館書記官の日置益（1861‒1926）は，1904（明治 37）年 6月 4日付朝河貫一宛書簡で，さらに数
部を送付してほしいと依頼した 45。埴原正直は，1902（明治 35）年から日本使館三等書記官である。
朝河が，Yale Review 8月号に第 2論文 46を発表すると，「論文は 2本ともすぐにイタリア語とドイツ
語に訳された」47。朝河は，これらの論文を基に膨大な資料を駆使して，e Russo-Japanese Conict: 
Its Causes and Issues48を 1904（明治 37）年にアメリカで，また翌年にイギリスで出版した。この本は
36 朝河貫一「クラーク大学講演大会に発せられたる米国人の清国及び日本に対する態度を注視せよ」『実業之日本』第 12巻，
第 25号，1909年 12月 1日号，33‒40頁。
37 朝河貫一「校内の政治倶楽部」『国民新聞』1897（明治 30）年 1月 9日。
38 Asakawa Papers『朝河貫一文書』60152‒67頁。朝河の「民主主義」の体得に関しては，山内，第 3章。
39 ダートマス大学時代の同期生による朝河の伝記。鈴木喜助稿『朝河貫一』1953年の付録の訳。
40 朝河貫一「日本の対外方針」『国民之友』1898（明治 31）年 6月号，54頁。
41 同上書，55頁。
42 Kan’ichi Asakawa, e Early Institutional Life of Japan: A Study in the Reform of 645 A.D., Tokyo, Shueisha, 1903. Reprinted 
1963 by Paragon Book Reprint Corp, New York.朝河貫一，矢吹晋訳『大化改新』柏書房，2006年。
43 朝河のダートマス大学講師時代は，山内，第 4章を参照。
44 Kan’ichi Asakawa, “Some of the Issues of the Russo-Japanese Conict,” Yale Review, Vol. 13, May, 1904.
45 Asakawa Papers『朝河貫一文書』 10371頁。山内，200頁筆者訳。
46 Kan’ichi Asakawa, “Some of the Events Leading up to the War in the East” Yale Review, Vol. 13, Aug., 1904, pp.125‒158.
47 Outlook, 1904. 12. 24. 第 64回朝河貫一研究会資料，塩崎智「『日露衝突』登場」2頁。
48 Kan’ichi Asakawa, e Russo-Japanese Conict: Its Causes and Issues, Boston, Houghton Miin, 1904. London, Archibald 
Constable & Co., Ltd. 1905.










































55 ストークスは，前述の 1948年 5月 16日付朝河書簡の受信者。
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56 ウィリアム助教授は，朝河のe Russo-Japanese Conictの序文も書いている。
57 朝河貫一『日本の禍機』（以後，朝河『日本の禍機』と略記）講談社学術文庫，1987年，16‒17頁。
58 朝河『日本の禍機』20‒21頁。
59 ハーヴァード大学特別功労教授ジョセフ・ナイ（Joseph Sammel Nye, Jr., 1937～）は，オバマ政権の駐日大使の有力候補で
あった。
60 原彬久「序説　日米安保体制：持続と変容」日本国際政治学科会編 『国際政治』第 115号，1995年 5月号，4頁。
61 1909年 12月 18日，アメリカ，満州諸鉄道の中立化を提唱。
62 埴原正直「日米関係に就て」（以後，埴原「日米関係に就て」と略記）『国際法外交雑誌』第 24号第 9号の 48頁にわたる巻
頭論説，1925（大正 14）年，2‒4頁。
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学図書館に，①図書 8,120種，21,520冊から成る洋風製本 3,578巻，②地図 1,741枚，③写真図面類
742枚，④巻物若干を納め，また米国議会図書館に図書約 3,160種，45,000冊から成る洋風製本 9,072
巻を納めた。第 2回帰国時（1917‒1919）には，イェール大学に，図書 2,637種，洋風製本 1,123巻
と絵画 7巻を納めている 66。
この知的貢献は朝河の発案であるが，日米の指導者層も支援を惜しまなかったことが，今回発掘し



















65 Kan’ichi Asakawa, e Document of Iriki: Illustrative of the Development of the Feudal Institutions of Japan/translated and 
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年まで立憲政友会総裁であった西園寺公望は，1906年 1月から 1908年 7月まで第 1次西園寺内閣を
組閣し，第 12代内閣総理大臣となった。朝河は 1906年 5月 28日付伊藤博文宛書簡 71で，伊藤に日
本帝国憲法制定過程の資料提供を再度依頼した。朝河が伊藤に資料提供を最初に依頼した場所は，
『アーネスト・サトウ公使日記Ⅱ』と照合の結果，政友会の横井や箕浦勝人（1854‒1929）などが開













74 ／は，改行。／ は，改頁。以後も同じ。手書き書簡 2通は，中村尚美早大名誉教授に解読していただいた。心から感謝申し
上げる。














治 38）年 10月 13日に教会で結婚したが，朝河の第 1回の帰国後の 1907年 9月 14日に日本公使館
で改めて青木周蔵（1844‒1914）公使により神式で結婚式をあげ，ミリアムを朝河家に入籍した。埴
原の日本公使館勤務は 1902（明治 35）年からで，文面から 2人が連絡を取り合っていたことが分か
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この書簡には年号がないが，高田は 1914（大正 3）年 4月 14日に下関から彼の唯一の欧米漫遊旅行
に出発していることから 78，1914年の書簡と判明した。朝河の 1914年 9月 12日の英文日記には，“to 
mail a letter of welcome to Takata（高田早苗），Pres. of Waseda Univ., who will arrive in New York 
soon”とあり 79，10月 5日から 7日までの日記に高田学長イェール訪問の様子が書かれている。
3-4　対中政策転換を求める大隈重信宛朝河書簡 80
8月から外相を兼務した大隈首相は，日本時間 8月 23日にドイツに宣戦布告して第 1次世界大戦








76 付録「1903年 7月 9日附支那政府中英公司間滬寧鉄道借款契約」GREAT BRITAIN （British and Chinese Corporation, Ltd.） 













リカでは 1日遅れるために，前述の清国鉄道と満州鉄道に関する朝河の質問に答えた 1914（大正 3）
年 9月 7日付埴原書簡と同じ日に書かれたことになる。中国が対華 21ヶ条要求に調印した 5月 25日















らしく日本文で残した 1921（大正 10）年 8月 1日埴原正直・林権助宛長文書簡（案）要旨がある。
7月 9日～8月 1日 in Hanover, at Mrs. Stickney’s; see the Tuckers & Colby; Mrs. Poor has had 
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パワーゆえにも起るとの考えであると推測でき，リチャード・ルボウ（Richard Ned Lebow, 1942～）
のいうクラシカル・リアリズムの立場であると言えよう 92。
B）ワシントン会議での埴原







90 「ユダヤ系米国人政治で存在感：接戦の大統領選で」『日本経済新聞』2012年 11月 19日，6面。
91 『書簡集』310頁。
92 Richard Ned Lebow, e Tragic Vision of Politics: Ethics, Interests and Orders, Cambridge University Press , 2003.










5 : 5 : 3の比率を提起された。7割譲歩の余地なしとする日本の強硬な態度を背にした加藤友三郎
（1861‒1923）海軍大臣主席全権にとって，11月 4日の原敬（1859‒1921）首相暗殺に続く大打撃で

























98 1926年 8月以前坪内逍遥宛朝河書簡，『書簡集』344‒346頁。朝河の歴史学については，山内，第 6章参照。
99 朝河貫一研究会『蘇る朝河貫一』国際文献印刷社，1998年，1頁。
̶     ̶
 山 内 晴 子
118
と 100，彼は出張中のニューヨークにおいて，連合通信社からの電話で関東大震災の一報を得た。日本








初公開の書簡の 3通目は，福島県立図書館所蔵の 1923（大正 12）年 9月 12日付け朝河宛埴原駐
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107 Kan’ichi Asakawa, “Japan and Korea” Dartmouth Bimonthly, Vol.1, No.1, Oct.1905, pp. 30‒35.
108 『書簡集』203‒204頁。
109 カタカナをかなに変換。




（1878‒1965）は，1915年に Japanese Immigration: Its Status in Calforniaを出版している 111。また，朝
河を「日本歴史の教授の開拓者」112と尊敬した日本研究者のペイソン・トリート（Payson J. Treat）は，
移民法成立後の 1925年の第 1回 IPRハワイ会議のフォーラムと円卓会議用に配布された移民に関す
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130 埴原正直「対支外交官見」『外交時報』563頁，1928年 5月 15日，18‒29頁。
131 埴原正直「党人外交を戒む」『外交時報』584号，1929年 4月 1日，17‒32頁。
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レー（George Hubbard Blakeslee, 1871‒1954）とトインビー（Arnold Joseph Toynbee, 1889‒1975）
を挙げる。「兎に角意外に，研究しなくても宜かりそうなものと思うことを真面目に研究して居るの



























（Hygh Borton, 1903‒1995），コールグローブ（Kenneth W. Colegrove），ファーズ（Charles B. Fahs），





1932（昭和 7）年 1月に関東軍が錦州を占領すると，スチムソン（Henry Lewis Stimson, 1867‒1950）
国務長官が満州の新事態に対する不承認を通告する。2月 9日に，IPR前理事長井上準之助（1869‒





135 ACLS日本研究委員会メンバー朝河貫一については，山内，第 6章・第 9章。
136 『書簡集』446‒453頁。
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1934（昭和 9）年 12月 1日に，イェール大学日本同窓会の寄贈日本古典書籍陳列会が図書館で開
催されたが，朝河は「満州事件ニつき米国の輿論が遍く日本の行為を非難する当時ニ候間，此陳列が
政治的，外交的プロパガンダのやうに思はるゝを避けたく，……紐育の総領事などをも招きて何か催
















138 1934年 10月 7日付大久保利武宛書簡，同上書，472頁。
139 1941年 12月 10日付ウォーナー宛書簡，同上書，595‒596頁。
140 1942年 1月 21日 T・ローウェル宛書簡，同上書，616‒617頁。
141 1939年 7月 29日村田勤宛書簡，同上書，527頁。
142 1944年 3月 5日付 Dear Friend宛書簡，Asakawa Papers，30348‒30349頁，筆者訳。
143 1945（昭和 20）年 4月 5日付 G・W宛書簡，『書簡集』669‒672頁。
144 1948年 5月 16日付 A・P・ストークス宛書簡，同上書，721頁。
145 朝河貫一 1900年の「年頭の自戒」同上書，730‒731頁。























146 山内　第 8章・第 9章。
